令和７年度富士宮市総合防災訓練　訓練事例一覧
	実施主体
	訓　　練　　事　　例

	市民（各家庭）
	・　「家族で防災会議」の実施（家庭内防災対策の具体的検証）
・　防災アプリ「静岡県防災」を活用して行う、洪水等による浸水状況が確認できる危険度体験や避難経路や時間を記録できる避難トレーニング等の実施
・　自宅所在地の被害想定等の確認（河岸部や流域部の場合、想定される浸水域や浸水深など）
・　自宅の耐震化、ブロック塀の転倒防止、家具・家電の固定、ガラ　ス飛散防止措置等の安全対策の確認・実施
・　水・食料（７日分程度）、生活必需品、携帯トイレ、非常電源（乾
電池等）、常備薬など備蓄品の点検・整備
・　電話不通時の家族の安否確認方法（災害用伝言ダイヤル等）や集　　合場所（指定避難所等）の確認
・　市の防災情報メールサービスへの登録、「黄色いハンカチ」の用意など、災害時の情報収集・伝達手段の確保
・　消火器・消火剤の使用期限等の確認
・　山がけ崩れ等に備え、最寄りの指定緊急避難場所及び避難ルートの確認
・　夜間の災害発生を想定した照明具、避難ルートの確認

	自主防災組織
	・　避難場所までのルートの安全確認、時間の計測など、避難計画の実効性を確認する訓練
・　地域の危険箇所の把握、防災対策の理解・検討
・　｢自主防災組織本部運営マニュアル」を活用した自主防災組織本　
　　部の開設・運営訓練
・　地域住民相互が助けあって行う初期消火、負傷者の救出・応急救護、給食給水、災害関係情報の収集・伝達・広報等の訓練
・　避難行動要支援者名簿等を活用した、住民避難及び屋内退避に係
　　る訓練等、特に要配慮者に重点を置いた避難・誘導及び避難所における生活訓練
・　ペットを伴った避難及び受入れ訓練
・　外国人に対する避難誘導訓練や避難所開設運営訓練
・　地域住民とＮＰＯ・ボランティア間の協力による救援活動、救援
　　物資等の支援の受入れ、調整に係る訓練
・　学校等を防災拠点とする地域住民の参加による訓練
・　防災関係機関、近隣の事業所との合同訓練
・　地域、家庭、職場、学校等における災害時の安全対策・防災用品の点検及び非常持ち出し品を点検する訓練
・　感染症対策に配慮した避難所開設・運営訓練
・　黄色いハンカチ作戦の実施
・　防災資機材の点検と取扱訓練
・　その他、地域の特性に応じた訓練


	実施主体
	訓　　練　　事　　例

	一般事業所
	・　災害時の要員の参集、災害対策本部の開設・運営訓練
・　従業員の安全確保訓練、家族を含めた安否確認訓練
・　初期消火、避難誘導訓練
・　危険物施設の安全確認訓練（ガスボンベ・薬品庫等）
・　備品の転倒防止措置の確認（スチール棚・ロッカー等）
・　帰宅困難者対策の検討（水・食料の備蓄等）
・　事業継続計画（BCP）に基づく生産ライン・情報システムの早期復旧訓練
・　その他、事業所の特性に応じた防災訓練

	デパ－ト

旅館・ホテル
観光施設
	・  利用者・宿泊者・従業員の安全確保訓練
・  初期消火等、災害の拡大防止訓練
・  利用者・宿泊者の避難誘導訓練
・  負傷者の応急救護・搬送訓練
・  被災状況の報告先・報告手順の確認

	病院

社会福祉施設
	・　患者・入所者・従業員の安全確保訓練
・　初期消火等、災害の拡大防止訓練
・　患者・入所者の避難誘導及び安否確認訓練
・　負傷者の救護・トリアージ・搬送訓練
・　福祉避難所の運営訓練
・　訪日外国人に対する情報伝達、避難誘導訓練
・　被災状況の報告先・報告手順の確認

	学校
	・  児童・生徒・職員の安全確保訓練
・  初期消火等、災害の拡大防止訓練
・  児童・生徒の避難誘導及び安否確認訓練
・  負傷者の応急救護・搬送訓練
・  通学路での危険箇所や避難場所の確認

	防災関係機関

（ライフライン

機関を含む）
	・  利用者の安全確保訓練（列車の緊急停止・ガス供給停止等）
・  施設・設備の被害情報の収集・伝達訓練
・  防災拠点の機能確保訓練（発電機車・移動基地局の設置等）
・  県外からの応援要員・資機材の受入れ訓練
・　ネットワークシステム等のバックアップ手段の点検・運用訓練
・　航空機・船舶等を活用した訓練
・　他機関・応援部隊との共同作業を想定した訓練
・　その他、各機関の防災業務に応じた訓練
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